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11．鉱物一縦列の理解
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Ｈｂ"77両：

存在の完全さ

がある。

「私はそこで

幸せである」

ChzbOnJ

交互の状態。一方では

「自分自身でいられる

か､またはそこでいる必

要があるか」と感じる。

他方では｢私は手放さな

ければならない｡手放す

ことができるのか？」と

八砿、９，Ｊ
縛られ、そして

開放されると

いうプロセス

がある。

母なる像への

執着はあまり

にも閉所恐怖

症的で緩めら

れなければな

らない。「私は

出て行きたい、

彼らは私を離

してくれない」

OXXg巴､ノ FYzmrmeJ jVbnzz：

「私は分離

し、私は分離

に満足してい

る」

自分は分離

し、最初の息

をする。

完全に独立し

分離している

感じる

ＳｉＺｉｎａＪ E6ogphnzTzsJ
自分が与えら

StzZphzzr：
自分のアイデ

ンティティー

について誇り

がある。

「私は自分で

あることに誇

りがある。私

はあなたより

よく知ってい

る｡」

CUh｣bzmef ＡｎｇｍＪ
「私はアイデ

ンティティー

があり、私は

それに満足し

｢自分が何であるか明 完全に逆のア

瞭である；これが私であ イデンティテれたものから

分かれたアイる｡大変はっきりしたイ

メージと特殊なアイデ

イー。

「私はあなたデンティティ

ンティティーがある｡」 の逆である｡」 ている」

この固定した知覚への

どんな脅威もが不安を

私はあなたでＮ
蕗
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はない
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